19　次の文章は、魏晋南北朝時代の幽霊譚 (たん)を集めた『幽明録』の一節である。これを読んで後の問いに答えよ。ただし、設問の都合上、返り点・送り仮名を省略した箇所がある。　　　　　　　　　　〈大阪大〉二〇二二年度出題

　項 (＊　かう)　県 (くぇんノ)　民　姚 (えう)　牛 (ぎう)、年　十　余　歳、 (　ニシテ)　⑴父　為　郷　人　所  殺。牛 (ぎう)　売 (　リ)㆓ 衣　物 (　ヲ)㆒ 市 ( かヒ)㆓ 刀 (＊　たう)　戟 (げきヲ)㆒、図 (はかリテ) 欲 (　ス)㆓ 報　讐㆒。 (　セント)後 (　ニ)　在㆓ (　リテ) 県 (＊)　署 (　ノ)　前 (　ニ)㆒ 相　遇 (　ヒ)、手　 ( てツカラ)刃㆓ ( きル) 之 (　ヲ)　於　衆 (＊　しう)　中㆒ (ちうニ)。吏 (り)　捕 ( とラヘ) 得 ( うルモ)、令 (＊　れい)　深 (　ク)　矜㆓ (あはレミ) ⑵孝  節 (　ナルヲ)㆒、為 (ためニ) 推 (＊)㆓ (㆐) 遷 (　ス)　其 (　ノ)　事 (　ヲ)㆒。牛　会 (　ヒ)㆑ 赦 (しゃニ) 得㆑免。 (まぬかルルヲ) 
　令　後 (　ニ)　出　猟、 (　スルニ)逐㆑ (　ヒテ) 鹿 (　ヲ)　入 (　ル)㆓ 草　中 (　ニ)㆒。有 (　リ)㆓ 古 (ふるキ) 深 (＊　しん)　穽 (せい)　数　処㆒、馬　将 (　ニ)㆑ 趣㆑ (おもむカント) 之 (　ニ)。忽 (たちまチ) 見 (　ル)㆓ 一 (＊)　公　⑶挙㆑ 杖　撃一㆑ 馬。馬　驚 (キテ)　避 (　ケ)、不㆑ 得㆑ 及㆑ (　ブヲ) 鹿 (　ニ)。⑷令　怒 (　リ)、引 (　キ)㆑ 弓 (　ヲ)　将 (　ニ)㆑ 射㆑ (　ント) 之 (　ヲ)。公　曰 (　ク)、「此 (　ノ)　中 (　ニ)　有 (　リ)㆑ 穽。恐㆓ (　ルルノミ) 君 (　ノ)　堕㆒ (　ツルヲ) 耳。」令　曰 (　ク)、「汝　為㆓ (　ルカ) 何　人㆒。」翁　跪 (ひざまづキテ) 曰 (　ク)、「姚　牛 (　ノ)　父　也。感 (　ジ)㆓ 君 (　ノ)　活一㆑ (　カスニ) 牛 (　ヲ)、故 (　ニ)　来 (　リテ)　謝 (　ス)㆑ ⑸恩 (　ニ)。」因 (　リテ) 滅 ( きエテ) 不㆑ 見 (　エ)。
（『幽明録』による）


[bookmark: _Hlk104881133]＊項県――今の河南省項城市。
＊刀戟――刀や矛。
＊県署――県の役所。
＊衆中――多くの人がみているなかで。
＊令――県の長官。
＊推遷――審理を延期する。
＊深穽――獣を捕獲するために掘った深い落とし穴。
＊一公――一人の老人。

問１　傍線部⑴「父為郷人所殺」を、すべて平仮名を用いて読み下せ。現代仮名遣いでもよい。

問２　傍線部⑵「孝節」とは具体的に何を指しているのか、わかりやすく説明せよ。

問３　傍線部⑶「挙杖撃馬」とあるが、老人がこのような行動を取ったのはなぜか、その時の状況をふまえて説明せよ。

問４　傍線部⑷「令怒、引弓将射之」を「之」の内容を示しながら現代語訳せよ。

◎問５　傍線部⑸「恩」とは具体的に何を指しているのか、本文全体をふまえてわかりやすく説明せよ。


【解答と採点基準】
問１　ＡちちじんＢのころすところとなる
Ａ＝５〔「ちち」を主語としていれば「ちちは」などと助詞を補っていても可。「きょうじん」と読めていなければ減点２。〕
Ｂ＝５〔受身形として読めていなければ０。〕
問２　Ａまだ年端も行かない少年であり、Ｂまた私財と引き換えに武器を入手した姚牛が、Ｃ公衆の面前で父の仇 (あだ)討ちを敢行したこと。
Ａ＝３〔「十歳余りの少年である姚牛が」なども可。〕
Ｂ＝３〔「衣類や家財を売ってまで仇討ちのための武器を購入し」なども可。〕
Ｃ＝４〔「父の仇討ちをした」という要素がなければ０。「公衆の面前で」の要素がなければ減点２。「多くの人がみているなかで」と注釈の表現のままでも可。〕
問３　Ａ県の長官が馬に乗って鹿を追いかけている際に、Ｂ深い落とし穴に落ちそうになっていたので、馬の走行を妨げて長官を救おうと思ったから。
Ａ＝５〔「馬に乗って」の説明がなければ減点２。「鹿を追いかけ」「猟をし」などの説明がなければ減点２。〕
Ｂ＝５〔「長官を救う」の説明はなくても可。「馬の走行を妨げ」は「馬を制しようとし」などでも可。文末が「〜から。」となっていないものは減点１。〕
問４　Ａ長官は獲物である鹿を取り逃したことで怒り、Ｂ馬を杖 (つえ)で打った老人をＣ弓を引き射殺そうとした。
Ａ＝３〔長官が怒った理由を示せていなければ減点２。〕
Ｂ＝４〔「之」の指示内容を示せていなければ０。「馬を杖で打った」という「老人」の行為についての説明がなければ減点２。〕
Ｃ＝３〔再読文字「将」を訳出できていなければ０。〕
問５　Ａ公衆の面前で殺人を犯した姚牛は、Ｂ父の仇討ちとはいえ、刑罰を逃れられるはずがなかった。Ｃしかし、彼の孝行ぶりに心打たれた県の長官が事件の審理を延期してくれたおかげで、姚牛は恩赦を受け、刑罰を免れたこと。
Ａ＝３〔「公衆の面前で」という要素がなければ減点２。〕
Ｂ＝４〔「父の仇討ちとはいえ」はなくても可。「死罪となってもおかしくなかった」など同様の内容であれば可。〕
Ｃ＝３〔「姚牛は恩赦を受け」はなくても可。「彼の孝行ぶりに心打たれた」という説明がなければ減点２。〕	


【書き下し文】
項 (かう)県 (くぇん)の民 (たみ)姚 (えう)牛 (ぎう)、年 (とし)十 (じふ)余 (よ)歳 (さい)にして、問１父 (ちち)郷 (きやう)人 (じん)の殺 (ころ)す所 (ところ)と為 (な)る。牛衣 (い)物 (ぶつ)を売 (う)り刀 (たう)戟 (げき)を市 (か)ひ、図 (はか)りて報 (ほう)せんと欲 (ほつ)す。後 (のち)に県 (けん)署 (しよ)の前 (まへ)に在 (あ)りて相 (あひ)遇 (あ)ひ、手 (て)つから之 (これ)を衆 (しう)中 (ちう)に刃 (き)る。吏 (り)捕 (と)らへ得 (う)るも、令 (れい)深 (ふか)く孝 (かう)節 (せつ)なるを矜 (あは)れみ、為 (ため)に其 (そ)の事 (こと)を推 (すい)遷 (せん)す。牛赦 (しや)に会 (あ)ひ免 (まぬか)るるを。
　令後 (のち)に出 (しゆつ)猟 (れふ)するに、鹿 (しか)を逐 (お)ひて草 (さう)中 (ちゆう)に入 (い)る。古 (ふる)き深 (しん)穽 (せい)数 (すう)処 (しよ)有 (あ)り、馬 (うま)将 (まさ)に之に趣 (おもむ)かんとす。忽 (たちま)ち一 (いつ)公 (こう)杖 (つえ)を挙 (あ)げて馬を撃 (う)つを見 (み)る。馬驚 (おどろ)きて避 (さ)け、鹿にぶをず。令怒 (いか)り、弓 (ゆみ)を引 (ひ)き将に之を射 (い)んとす。公曰 (いは)く、「此 (こ)の中 (なか)に穽有り。君 (きみ)のつるを恐 (おそ)るるのみ。」令曰く、「汝 (なんぢ)何 (なん)人 (びと)たるか。」翁 (をう)跪 (ひざまづ)きて曰く、「姚牛の父なり。君の牛を活 (い)かすに感 (かん)じ、故 (ゆゑ)に来 (きた)りて恩 (おん)に謝 (しや)す。」因 (よ)りてえて見えず。


【現代語訳】
項県の民である姚牛は、年は十歳余りであり、父親が同郷の人に殺された。（そのため）牛は衣類や家財を売って刀や矛を買い、（父の仇に）復讐したいと考えていた。後に（その仇と）県の役所の前でばったりと出会い、多くの人がみているなかで自らの手でこれに斬りかかっ（て、仇討ちを果たし）た。役人は姚牛を捕らえることができたが、県の長官はその孝行心に深く心打たれ、彼の審理を延期した。（その間に）恩赦が実施されて姚牛は罪を免れることができた。
　その後に県の長官が猟に出たとき、鹿を追って草むらに入った。（そこには）獣を捕獲するために掘った古くて深い落とし穴が数か所あり、（長官の乗った）馬は今にもその落とし穴にさしかかろうとしていた。（その時）一人の老人が突然現れて杖を上げて馬を打つのを見た。馬は驚いて老人を避けたため、鹿に追いつくことができなかった。問４長官は（獲物である鹿を取り逃したことで）怒り、弓を引いてこの老人を射殺そうとした。（すると）老人が言うことには、「この（草むらの）中には落とし穴があります。あなたがそこに落ちてしまうことを恐れただけなのです。」と。（それを聞いた）県の長官が（尋ねて）言うことには、「おまえは（一体）何者なのか。」と。（すると）その老人が跪いて言うことには、「（私は）姚牛の父でございます。あなた様が姚牛を（死罪から）救ってくださったことに感動し、だから（こうして）参上してご恩に報いるのです。」と。こう言うと（急に）消えて姿が見えなくなってしまった。
